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県立高等学校
再編計画

県立高等学校
再編振興計画

次期計画は？

2004年～ 2013年
【H16】 【H25】 2014年～ 2023年

【H26】 【R5】
2025年～ 2032年
【R7】 【R14】

●新しいタイプの高校の設置・拡大
   単位制 (全日制、昼夜多部制)、総合学科、中高一貫(連携・併設)
●県立高等学校の適正な規模と配置
   ① 適正規模：１学年４～８学級
   ② 最低規模：１学年：本校２学級、分校20人、定時制10人
   ③H25年度に全日制39校を31校程度
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県立高等学校

再編計画

県立高等学校

再編振興計画
次期計

画は？

2014年～ 2023年
【H26】 【R5】

●厳しい社会環境等への対応
・グローバル化や情報化の進展
・産業構造の変化
・全国に先行した人口減少
・南海トラフ地震の発生

●高校教育の充実と教育環境の整備が必要
振興策としての再編計画を策定

2025年～ 2032年
【R7】 【R14】

2004年～ 2013年
【H16】 【H25】
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・H25年3月、中学校卒業者数は6,781人とH15年3月に比べ約1,600人減
・H25年度県立高校は36 校で、H15年度に比べ４校減（うち分校２校）
・１校当たりの入学定員による平均学級数は3.9学級
・H25年度学校数維持の場合、10年後の平均学級数は3.1学級で小規模化

生徒数の減少と学校の小規模化

高知市への入学者の集中 

・高知市には県内全域から入学希望者が集まってきており、定員充足
率は90％超
・他地域では定員充足率が低く、１学年２学級以下の高校も多い
・入学者数の地域的な偏在等に留意し、県全体のバランスを考慮した
適切な学校・学科の配置が必要
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●大幅な生徒数の減少という、これまでに経験したことのない大きな環境変化
のもとで、本県の高等学校教育を発展させていくために、これまでの枠組みを
維持したまま、単に縮小均衡を図っていくということではなく、新しい時代の高
等学校の在り方をしっかりと描き、進取の精神をもって、 その実現を目指して
いくことが必要

●適正な学校規模の維持と適切な配置
   高知市及びその周辺地域と、過疎化が著しく近隣に他の高等学校がない地
域では、学校規模の在り方等を分けて考える。

▲適正規模として１学年４学級以上の学校規模が必要（ただし上限は８学級） 
高知市及びその周辺地域は、１学年６学級以上の維持に努める必要がある。 

現状と課題を踏まえた、再編振興の基本的な視点・方向性
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●本校の最低規模：１学年2学級
 ただし、過疎化が著しく近隣に他の高等学校 がない学校は、特例として１学年１学級
以上として維持。（高校教育の質を維持できる集団１学級20人以上が必要）

 ●分校の最低規模：１学年１学級20人
 生徒数が最低規模を下回った際の募集停止の猶予期間は、存続に向けた学校関係者
や地元の取組を考慮し、「入学者が20人に満たない状況が３年間で２度ある」を「２年連
続して満たない状況になった場合」に緩和

●定時制及び多部制単位制：１学年１学級20人
●定時制（夜間部）〔多部制単位制（夜間部）を含む〕の最低規模は、「学校全体の生徒
数を 20 人以上」に緩和し維持

最低基準を維持しつつ、特例措置や緩和策等提示
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近い将来発生が見込まれる南海トラフ地震から生徒の命を守り、安
心して学べる教育環境を整備することも喫緊の課題

●南海トラフ地震への対策の推進 
海沿いにあり、津波による大きな被害が想定される学校については、
学校の特性や地域の実態を踏まえながら、適地への移転やそのた
めの統合の可能性も含め、対応を検討する。

●県立高校36校中13校が津波浸水域に立地、その内８校は長期浸
水域に該当

新たな喫緊の課題「南海トラフ地震への対応」
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H26～R5の取組と総括
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高知県の県土の約9割を占めている中山間地域は、豊かな自然や歴史、文化の宝庫である
とともに、基幹産業である農業や林業などで高知県の経済を支えてきました。しかしながら、予
想を超えるスピードで高齢化・過疎化が進む中、地域では担い手不足やコミュニティ活動の低
下、農地や山林の荒廃などの様々な課題に直面しています。

県では、中山間地域をとりまく情勢に的確に対応し、地域を次の世代に引き継いでいけるよう、
中山間地域の目指す10年後の姿や、実現のための施策等をとりまとめた「中山間地域再興ビ
ジョン」を令和６年（2024年）３月に策定しました。
本ビジョンでは、目指す姿の中心に｢若者の人口増加｣を掲げ、少子化対策と一体となった新
たな中山間対策を推進していくこととしています。｢若者を増やす｣、｢くらしを支える｣、｢活力を
生む｣、｢しごとを生み出す｣、｢デジタル技術の活用｣といったテーマに対し、４年間のアクション
プランおよび数値目標を設け、官民協働、市町村との連携協調のもと、中山間対策に全力で取
り組んでいきます。

高知県中山間地域再興ビジョン（2024.3策定）

本県の動向
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高知県中山間地域再興ビジョン
高知県 令和6年(2024年)3月
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高知県中山間地域再興ビジョン(概要版)
高知県 令和6年(2024年)3月
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高知県中山間地域再興ビジョン(概要版)
高知県 令和6年(2024年)3月
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高知県中山間地域再興ビジョン(概要版)
高知県 令和6年(2024年)3月

【県教委の取組と目標】

〇全国生徒募集の拡大による
県外生徒数の増加
（R5入学：30人→ R9：70人）

〇中山間地域の高等学校に
おける地元中学校からの進学
割合の増加
（R5入学：平均31.6%

→ R15：平均50%）
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こうち留学
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高知県中山間地域再興ビジョン(概要版)
高知県 令和6年(2024年)3月
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終わりに
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